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たリソソーム安定性、⊿Ψm 解析の結果、リソソーム崩壊が ROS によるリソソーム内鉄のフ
ェントン反応(Cys‐S・‐Fe2+ ‐H+ ↔ Cys‐SH‐Fe3+)によるものであることが明らかとなっ
た。透過型電子顕微鏡(Transmission Electron Microscope： TEM)による形態学的な観察の結
果、#3は NB4細胞に対してアポトーシスだけでなく、オートファジーも誘導することが示唆
された。オートファゴソーム特異的プローブであるモノダンシルカダベリン
(monodansylcadaverine：MDC)を用いたオートファゴソーム形成の検証の結果、#3 は NB4
細胞に対してカスパーゼ非依存的なオートファジーを誘導することが明らかとなった。 
以上の結果より#3が誘導するアポトーシスでは、処理後 1時間より ROSの発生、2時間よりリ
ソソーム内鉄のフェントン反応とリソソーム崩壊・⊿Ψm低下、4時間より核断片化などのアポ
トーシス現象の順に起こっていること、また、カスパーゼ依存的なアポトーシスとは別に、カス
パーゼ非依存的なオートファジックアポトーシスも同時に誘導していることが明らかとなった。
この研究成果は有機ビスマス化合物の生理作用に関する新しい知見であり、抗がん剤の創出に寄
与出来るものと考えている。 
